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【１５】相関関係について考えよう 

１ 相関関係とは… 

２つの変数 X・Yについて、Xが上昇すると Yが上昇もしくは低下する関係のこと。 

例．学習時間が多いほど、試験の総得点数が高くなる。（正の相関） 

電子媒体での宣伝が増えるほど、チラシを配布する枚数が減る。（負の相関） 

 

２ 相関関係を示すためには… 

  （１）散布図をつくる。 

     変数 X、Ｙを横軸と縦軸に取り、該当する点を打つ（プロットする）。 

  （２）傾向を予測する。 

     変数 X、Ｙの各平均値を算出し、それぞれの値に線を引き、領域Ⅰ～Ⅳをつくる。 

     図中のⅠ・Ⅲの領域に点が多く分布する場合は正の相関、 

     Ⅱ・Ⅳの領域に点が多く分布する場合は負の相関、 

４つの領域に偏りなく分布している場合は相関関係がないことが予想される。 

     

 

［演習１］ ある喫茶店について、8月中の 10日間の最高気温と客数の記録は次の通りであった。 

日付（8月） 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 平均 

最高気温（℃） 28 27 32 31 35 29 24 25 29 30 ２９ 

来客数（人） 217 206 244 247 241 161 152 151 168 243 2０３ 

※データは架空のものです。 

①最高気温と来客数の人数をグラフにプロットしてみよう。 

   

②最高気温と来客数の平均の値（X=29,Y=203）について、 

グラフに線を引いて４領域に分けましょう。 

 

③４つの領域のうち、点が多く分布している領域を確認し、 

  相関の有無について予想しましょう。 

 

 

3 相関の強さを調べる。 

   ２つの変数の関係の強さを示した数値のことを相関係数 r といいます。 

   相関係数ｒは次の式で求めます。ｒの範囲は-1≦r≦1であり、プロットが右上がりの直線に集まるほど１（右下がりだ

とー１）に近づき、プロットが散在しているほど０に近づきます。 

相関係数 r =
X と Yの共分散

Xの標準偏差 × Ｙの標準偏差
 

 

  rの値と相関の向き・強さを判断する基準は次のとおりです。 

相関係数 r -1≦r≦-0.7 -0.7≦r≦-0.4 -0.4≦r≦-0.2 -0.2≦r≦0.2 0.2≦r≦0.4 0.4≦r≦0.7 0.7≦r≦1.0 

相関の向き 

強さ 

負 

強い 

負 

中程度 

負 

弱い 相関なし 
正 

弱い 

正 

中程度 

正 

強い 

 

散布図：点打ち（プロット）→平

均値に線引き→Ⅰ～Ⅳのエリア

でプロットの偏りを確認する。 

時間 

点数 

電子媒体 

紙 

→X 

Y 

各点 Xの平均値 
▲ 

↑ 

各
点 

の
平
均
値 

Y 
▶ 

Ⅰ Ⅱ 

Ⅲ Ⅳ 

 

プロット 

X 

Y 
r≒1 

X 

Y 
r≒0 

 

 
３０0 

 ２６0 

24       26       28   



神奈川県立多摩高等学校 Meraki テキスト 

35 

例 最高気温と来客数について 

共分散 …  各データの「Xの偏差」「Yの偏差」の積を平均したもの 

｛（１日の最高気温-平均）（1日の来客数-平均）+……＋（10日の最高気温-平均）（10日の来客数-平均）｝／調査日数 

=｛（28-29）（217-203）＋…＋（27-29）（206-203）｝／10 

   ≒102.44 

Xの標準偏差 

    ｛（１日の最高気温-平均）2+……＋（10日の最高気温-平均）2｝／調査日数＝Xの分散   Xの分散の平方根＝Ｘの標準偏差 

    ｛（28-29）2+……＋（27-29）2｝／10 ＝ 10.666…    √10.666… =3.2７ 

Yの標準偏差 

    ｛（１日の来客数-平均）2+……＋（10日の来客数-平均）2｝／調査日数＝Yの分散   Yの分散の平方根＝Yの標準偏差 

    ｛（217-203）2+……＋（243-203）2｝／10 ＝ 1864.444…    √1684.444… =４１.０4 

相関係数 

   r =
102.444

3.27×41.04
≒ 0.76 

相関係数 rは 0.7を上回っており、気温と来客数の間には強い正の相関があることが示されました。 

 

［演習２］ 次の二つの散布図 A・Bについて、それぞれの相関係数を求めることにした。Aの計算式を参考にして、Bの

相関係数を算出せよ。 

  A 

共分散  ｛(1-3)(7-4)+(2-3)(1-4)+(4-3)(2-4)+(5-3)(6-4)｝/4＝ -0.25… 

 

Xの標準偏差  ｛(1-3)2+(2-3)2+(4-3)2+(5-3)2｝/4＝２．５   √２．５ ≒ １．５８ 

Yの標準偏差  ｛(7-4)2+(1-4)2+(6-4)2+(2-4)2｝/4＝6.5    √6．５ ≒ ２．５５ 

 

相関係数     
共分散

Xの標準偏差×Yの標準偏差
≒ −0.062  

 

B （Aに倣って、求めてみよう） 

 

共分散 

 

Xの標準偏差 

 

Yの標準偏差 

 

相関係数 

 

 


